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業績予想の修正及び営業外収益の減少に関するお知らせ 

 
最近の業績動向を踏まえ、平成 25 年２月 13 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたの

でお知らせいたします。また、営業外収益が減少しましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 

 
１．業績予想の修正について 

 
平成 25 年 12 月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正 
（平成 25 年１月１日～平成 25 年６月 30 日） 

（単位：百万円） 

  売上高 営業利益 経常利益 
四半期 
純利益 

１株当たり
四半期 
純利益 

前回発表予想（Ａ） 3,840 223 166 4 ０円 02 銭

今回修正予想（Ｂ） 3,387 △27 △56 △105 △０円 38 銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） △453 △250 △222 △109 

増 減 率（ ％ ） △11.8 ― ― ― 

（ご参考）前期第 2 四半期実績 
1,507 △67 △103 △81 △０円 30 銭

(平成24年12月期第2四半期) 

 
平成 25 年 12 月期通期連結業績予想数値の修正 
（平成 25 年１月１日～平成 25 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

前回発表予想（Ａ） 8,061 688 608 184 ０円 67 銭

今回修正予想（Ｂ） 7,000 250 85 △160 △０円 58 銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,061 △438 △523 △344 

増 減 率（ ％ ） △13.2 △63.7 △86.0 ― 

（ご参考）前期実績 
4,275 △2,053 △2,395 △2,385 △８円 71 銭

(平成 24 年 12 月期) 
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（参考）個別業績予想数値の修正 
平成 25 年 12 月期第２四半期（累計）個別業績予想数値の修正 
（平成 25 年１月１日～平成 25 年６月 30 日） 

（単位：百万円） 

  売上高 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 
四半期 
純利益 

前回発表予想（Ａ） 58 45 45 ０円 16 銭

今回修正予想（Ｂ） 66 7 6 ０円 02 銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） 8 △38 △39 

増 減 率（ ％ ） 13.8 △84.4 △86.7 

（ご参考）前期第 2 四半期実績 
231 △67 △18 △０円 07 銭

(平成24年12月期第2四半期) 

 
平成 25 年 12 月期通期個別業績予想数値の修正 
（平成 25 年１月１日～平成 25 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

  売上高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 117 149 148 ０円 54 銭

今回修正予想（Ｂ） 130 25 △60 △０円 22 銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） 13 △124 △208 

増 減 率（ ％ ） 11.1 △83.2 ― 

（ご参考）前期実績 
350 △396 △2,556 △９円 33 銭

(平成 24 年 12 月期) 

 
 
修正の理由 

平成 25 年 12 月期第２四半期（累計）の連結業績予想につきましては、前期に株式会社アゴーラ・ホ

テルマネジメント堺を連結子会社化したことが寄与し、売上高は大幅な増加となりましたが前回公表時

の予想に対し下回る見込みとなりました。 
また、利益面では前年度の損益水準を回復するには至らず、前回公表時の予想に対し下回る見込みと

なったため、前項のとおり予想値を修正いたしました。 
なお、通期の連結業績予想につきましても、第２四半期（累計）の連結業績予想を踏まえて修正いた

しております。 
 
※上記の予想は、現時点において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は今後

発生する様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 
 
 
２．営業外収益（為替差益）の減少 

 
平成 25年 12月期第 1四半期連結累計期間において円安の影響等により 96百万円の為替差益を計上し

ましたが、その後の為替相場の変動等により、為替差益は 34 百万円に減少いたしました。 
これは、平成 25 年 12 月期第 2 四半期期末（平成 25 年 6 月末日）時点において、当社保有の外貨建

資産を同日の為替相場で評価したことによる為替差損によるものであり、今後の為替相場の動向に伴っ

てこの額は変動いたします。 
 

以上 


